
キ クの 花 色 に 関 す る研 究

植物生長抑制物質がキクの花色におよぼす影響

水 谷 信 雄 * 
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Ⅰ 緒 言

近年,各種の植物生長抑制物質 (棲化剤)が開発せ られ,栽培技術の新分野としてその利用が

進められている｡特にその一つであるB-995(-i tya n ucnmi cd,N dmehlmioscia cai)はキク,ポ

インセチアなどの鉢物花井の栽培に草丈の壊化効果が大きいところから実用化されている｡1)

これら棲化剤は作用上からみると抗ジベレリン (Anti-gibberellin)とみなされ,ジベレリン

が植物の生長点下の分裂組織に作用して茎を徒長させるのと反対に分裂組織の細胞分裂または伸

長を抑制するため節間の短縮 したコンパクトな植物を形成する｡植物に対する壊化剤の作用は,

このように茎の伸長抑制の他に,分枝数の増加,不良環境に対する抵抗性の増加などがあけられ

るか特に棲化剤によって処理された植物にみられる共通的現象として,葉色の渡緑化,葉肉の肥

厚化などがみられる｡さらに花色では有色花の鮮明化,あるいは濃色化が認められている2)3)0

しかし,これら壊化剤処理後のキク花弁の測色の例はまだ見当らないようである｡

本実験は,キクの赤色系品種および黄色系品種を材料 として棲化剤処理を行ない,その後の花

の色調の変化をU.C. S表色糸による物理的測色を行なうとともに花弁中に含まれるキク赤色

色素であるアントチアンおよび黄色色素であるカロチノイ ドの定量分析を行なって 2-3の知見

を得たのでここに報告する｡ 

ⅠⅠ 実験材料および方法

供試品種として鉢柏用中輪ギク10品種を用い1品種20個体 としたO矯化剤にはB1995を用い, 

1,000ppm,2,000ppm,3,000ppm処理および対照の 4試験区で,各試験区 5個体 とした｡

処理は 9月10Elおよび 9月24日の 2回とし,いずれも葉面撒布を行ない,10月21日から11月11日

までに順次開花した花の花弁をとり測定を行なった｡ 

(1) 測色方法

色差計を使用して,同一条件で栽培 した赤色系キク4品種および黄色系キク6品種の花弁色を

測定した｡

色差計による花弁色の測定には標準白板 

(L-91.3,a-0.5,b-3.6)を用い,集光孔は直径 5mmのものを使用した｡

なお,色差計の示す単位 Lとは明度を示すもので,白が100,黒が 0で表わされ,数値か大きい

ほど色が明るいことを示すものである｡また,L, a,bは直角座標で, aは什)側で数値の大き

いほど赤色の度合いが大きく,ト)側では緑色の度合いを示 し,また,bは(可側では黄色の度合い,

ド)側では青色の度合いを示すものである｡ 

. ritーl 
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また色差』Eは色の三属性 (明度,彩度,色相)における総合された試料間の色違いを示すもの

で,』E によって求められ,単位 としてはN.B.S (

fS d dtanars

-

o

』L +』a +∠b ureauionalBtaN

)がある｡4) 

)光電比色法によるアン トチアンの定量

キク花色色素であるアントチアンおよびカロチノイ ド抽出液の分光光度計による吸収スペクト

(2

0m5ルは,第 1図および第 2図のように赤色系品種では55 付近に,黄色系品種では4 /パこそのFL0m

%HCトMeOH1極大吸収波長を示 している｡)したがってアントチアンの抽出には を用い,級5

0m500長5 pで,またカロチノイ ドは石油ベンジン ( p5 )で抽出し波長4 pでその吸光度

を測定 した｡ 
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ⅠⅠⅠ 実験結果および考察

花弁中のアントチアンおよびカロチノイ ド含量と色差計による測色結果 とを第 1表および第 2

J'4･.
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表に示 した｡ 

e1Themu lr hpo aadbv sr dbyme soanounlauenrionslteatua.lTba

2

79. 
77.
80.

80.


(
(
(

(

1


+)
iretf	 +) .4
 

000	 +)
Sip

+)

各品種ごとに,赤色系は 1%メタノール性塩酸で,黄色系は石油ベンジンでそれぞれ抽出した

花弁抽出液の透過百分率の小さい順,すなわちアントチアンおよびカロチノイ ド含量の多い順に

配列 したものである｡さらに色差計による測定値計算上求められる最終的な色差 』Eをも示 した

が,その結果,赤色系品種および黄色系品種 とも壊化剤処理により花弁中のアントチアン含有量

ならびにカロチノイ ド含有量の増加が認められた｡しかし処理濃度別にみた場合,これらの間で

3,
の色素含有量の増加は,さほど大きくなく,1,000ppm 処理区においても 000ppm 処理区

0
10,
と同様な傾向で品種によっては 処理よりも 0ppm

増加がみられたものがあり,処理区と無処理区間においてのみ顕著な差が認められ,特に赤色系

品種においてそれが著しかった｡また黄色系品種においても赤色系品種 と同様に処理区と無処理

区との間には含有色素量の差が認められたが赤色系品種ほどではなく,さらに処理区間での増加

幅も接近 していた｡

また,色差計で測色を行なった結果では,明度を表わす L値は赤色系品種,黄色系品種 とも,

それぞれの含有色素量の増加幅に比較 して動きが少なく,処理区で明度の高 くなった品種さえみ

られた｡しかし,色差計の示す L, a,b値から計算上導き出される色差』Eでは,処理区と無 
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処理区との間の色調差を明らかなものとし,さらに,壊化剤処理区間の微妙な色調差をよく識別

することができた｡ 
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d.h it t teconensorcaroeno

11. 
07. 

33354, 

0

4

53

70..

65.

))

)

((-65 .

( .

ppm 程度の葉面散布が経済的で効果2,
-
0 500599-B

16.59.366.)-(38.735.2C 上on

28, 

19.. 

19.

23

3

91 30. 

31.21.371.

7

)-(10.7

).4

45.49.04.
)
-
(13.717.3C ton

16. 
4

33.
42
2

56.
53.
)
)

-(
(

08.
19.

7
7


59.
42.
2
2

.

20.53.255.)-(22.776.2C 上on

15. 79.
93.

30.66.

08.
11.
10.

)
)

(+)

-(
(-

12.
09.
7
7

98.
64.
2
2

95.610.3

0100
3000
2000

19.49.244.
)
-
(

01. 
05.
05.
4
4

59.
58.
4.5

)
)

-(

16.20.4

27.80.353.)-

0773..))((

-

(-

(-

3363..77

30.7

9510..

19.

21

2

L

28..

19.

77

758.

4,

2

17

emu po aa
トd eme dt

nfi
teran

i honsl lt tuarea
irrerenc

h
lcoo

2T.leTba

157..222

72C 上on

13.763.2

34.
35.
7
7

81.
72.
2
2

40.7335.

26.720.5C ton

e-ppm)

3000
2000

599i-onnCt toncraB(

1000

tC lor

2000000

3000

1

20000003

1000syellow

iana

i

Idn

lro

1000
2000
3000

2000
1000
3000

e

84-

Pirnc

Fe

essann

iesV itare

325

nanne

tBihrg

delgo

が高いとされているが,花色の場合 

るような差異が認められたことからも今後,棲化作用以外に,棲化剤の花色変異-の利用といっ

たことも考えられることと思われる｡ 
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Ⅳ 摘 要

本実験は,植物生長抑制剤 (壊化剤)処理を行なった鉢植用中輪ギクの花弁色を色差計を用い

て測定するとともに,含有アントチアンおよびカロチノイドの定量分析を行なって次のような結

果を得た｡ 

1. 壊化剤処理によってキク花弁中のアントチアン含有量およびカロチノイ ド含有量の増加が

認められた｡ 

2.色素含有量の増加は各処理区の問ではさほど差は認められず,1,000ppm 処理において

も3,000ppm と同様な傾向を示した｡ 

3. 色差計の示す L, a,bの値から計算上導き出される色差』Eで,よく稜化剤処理間の微

妙な色調差を識別することができた｡ 
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1). 

1). 

TheeffectofB-9950ntheflowerco一orofChrysanthemum morifolium RAMAT 

(B1995 was sprayed atSept.10 and Sept.24,197

(Photographed on Oct.30,197

A--･--Coれt

B･-･･-･-1,000ppm 

C-･･.･････2,000ppm 

D--･--3,000ppm 

't., I,I


